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高知赤十字病院の理念
愛され、親しまれ、信頼される病院づくりを目指します。

高知赤十字病院基本方針
■ 人道・公平・中立・奉仕の赤十字基本原則を遵守します。
■ チーム医療を推進し、患者様中心の安全で良質な医療を提供します。
■ 高度医療の推進と救急医療の充実を図ります。
■地域医療機関との連携を推進し、地域医療レベルの向上に努めます。
■ 教育・研修の推進と次代を担う医療従事者を育成します。
■ 災害時における医療救護活動への積極的な参加と支援を行います。

受診される皆様へ
私たちは、受診される皆様の権利を尊重します
■平等かつ適切な医療を受ける権利
■個人の人権が尊重される権利
■プライバシーが保障される権利
■セカンドオピニオンを受ける権利
■医療上の情報及び説明を受ける権利
■医療行為を選択する権利
私たちからのお願い
■ご自身の健康に関する詳細な情報を医師をはじめとする医療提供者に

お知らせください。
■治療や検査等は、理解し、納得したうえでお受けください。分からないこと

等は、ご遠慮なく医師をはじめとする医療提供者にお問い合わせください。
■病院内では他人の迷惑にならないようにお願いいたします。
■暴言・暴力行為があった場合、診療をお断りすることがあります。
■医療費の支払い請求には、速やかな対応をお願いいたします。
■その他、より快適な入院生活をお過ごしいただくために、病院内の約束

事についてはご協力をお願いいたします。

特集 １：令和６年能登半島地震における救護活動報告 ［１月］
特集2：慢性腎臓病治療のご案内
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高知赤十字病院
広報誌

ご自由に
お持ち帰りください



D
M
A
T

チーム内で翌日の予定を確認中

DMAT救護班 コーディネートチーム

他のチームとの役割分担を確認中

活 動 報 告

出 発 式

こ
の
度
の
災
害
で
犠
牲
と
な

ら
れ
ま
し
た
方
々
の
ご
冥
福
と

ご
遺
族
の
皆
様
に
謹
ん
で
お
悔

や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

当
院
で
は
1
月
1
日（
月
）16

時
10
分
に
発
生
し
た
令
和
6
年

能
登
半
島
地
震（
最
大
震
度
7
）

に
関
し
て
、
日
本
赤
十
字
社
及

び
厚
生
労
働
省
か
ら
の
要
請
を

受
け
て
救
護
・
支
援
活
動
を
現

在
も
継
続
し
て
お
り
ま
す
が
、

1
月
に
は
以
下
の
3
チ
ー
ム
を

被
災
地
に
派
遣
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
活
動
を
ご
報
告
し

ま
す
。

な
お
、2
月
以
降
も
医
療
チ
ー

ム
の
派
遣
や
心
の
ケ
ア
ス
タ
ッ

フ
、被
災
地
の
病
院
支
援
ス
タ
ッ

フ
を
派
遣
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

次
号
以
降
で
改
め
て
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

期
間
：

期
間
：
11
月月
1111
日（
木
）〜

日（
木
）〜
1818
日（
木
）

日（
木
）

構
成
：

構
成
：��

医
師
医
師
11
名
・
看
護
師

名
・
看
護
師
22
名
・
業
務
調
整
員

名
・
業
務
調
整
員
22
名名

（
臨
床
工
学
技
士

（
臨
床
工
学
技
士
11
名
・
理
学
療
法
士

名
・
理
学
療
法
士
11
名
）
名
）

全
日
程
、公
立
穴
水
総
合
病
院
の
病
院
支
援
指
揮
所
の
リ
ー
ダ
ー

チ
ー
ム
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
そ
の
病
院
の
電
気
は
通
常
使
用

が
可
能
で
し
た
が
断
水
し
て
お
り
、
手
術
や
透
析
、
内
視
鏡
は
不

可
能
で
し
た
。

ま
た
、
看
護
師
を
は
じ
め
職
員
数
も
不
足
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
一
般
外
来
は
休
止
し
救
急
外
来
診
療
の
み
行
い（
救
急
搬
送
患

者
は
全
員
D
M
A
T
が
対
応
）、
さ
ら
に
、
病
院
と
し
て
入
院
患
者

数
を
減
ら
す
方
針
で
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
も
と
も
と
の
入

院
患
者
で
病
院
の
選
定
し

た
方
、
お
よ
び
救
急
外
来
を

受
診
し
た
患
者
で
入
院
が

必
要
な
方
を
、
金
沢
市
内
の

病
院
に
転
院
搬
送
す
る
た

め
の
調
整
が
主
た
る
業
務

で
し
た
。
活
動
期
間
中
、
転

院
の
必
要
な
患
者
計
40
名

全
員
を
、
D
M
A
T
車
両
、

救
急
車
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等

で
転
院
搬
送
し
ま
し
た
。

穴水町へ移動中の関係車両の様子
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令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
救
護
活
動
報
告
［
１
月
］



期
間
：
1
月
13
日（
土
）〜
18
日（
木
）

構
成
：�
医
師
1
名
・
業
務
調
整
員
2
名（
事
務
1
名
・
臨
床
検
査
技
師
1
名
）

私
た
ち
は
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
、
石
川
県
庁
保
健
医
療
福
祉
調

整
本
部
で
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
災

害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
と
は
、日
本
赤
十
字
社
の
も
つ
災
害
救
護
の
リ
ソ
ー
ス
を
、

被
災
者
・
被
災
地
へ
効
率
的
に
分
配
し
、
有
効
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
調
整
す

る
業
務
で
す
。
こ
の
よ
う
な
司
令
塔
の
役

割
が
な
け
れ
ば
、
被
災
地
で
の
救
護
活
動

で
統
率
が
取
れ
ず
逆
に
被
災
者
に
迷
惑
を

か
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
石
川
県
庁
で
は
、
県
庁
職
員
だ
け
で

な
く
厚
生
労
働
省
や
地
元
医
師
会
、
自
衛

隊
や
D
M
A
T
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
と

綿
密
な
調
整
を
行
い
、
今
回
の
派
遣
業
務

を
通
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
の
重
要

性
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
日
赤
の

支
援
は
つ
づ
き
ま
す
。
一
日
も
早
い
現
地

の
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

日
赤
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
チ
ー
ム

日
赤
救
護
班
第
1
班

石川県支部でのブリーフィング

避難所の方を診察する医師と看護師

被災地の方との会話も重要な役割です 避難所の薬品を確認する薬剤師

石川県内の日赤救護班の配置を
確認する業務調整員

石川県庁保健医療福祉調整本部全体ミーティング

期
間
：
1
月
24
日（
水
）〜
29
日（
月
）

構
成
：

構
成
：��

医
師
医
師
11
名
、
看
護
師

名
、
看
護
師
33
名
、
薬
剤
師

名
、
薬
剤
師
11
名
、
名
、

主
事
主
事
33
名（
理
学
療
法
士

名（
理
学
療
法
士
11
名
・
事
務

名
・
事
務
22
名
）
名
）

大
雪
の
悪
天
候
の
中
、
高
知
県
か
ら
石
川

県
ま
で
車
で
14
時
間
か
け
て
金
沢
市
に
移
動

し
ま
し
た
。
市
街
地
に
も
雪
が
高
く
積
も
る

北
陸
の
厳
し
い
自
然
を
体
感
し
つ
つ
、
そ
の

よ
う
な
中
で
自
宅
が
損
壊
し
、
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
は
ど
ん
な
に
大

変
な
思
い
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
救
護
活
動
を
行
う
七
尾
市
に
向
か
い
ま
し
た
。

発
災
か
ら
3
週
間
が
経
過
し
、
外
傷
等
の
方
は
お
ら
れ
ず
、
高
血
圧
や
C
O
V
I
D

─

19
な
ど
の
内
科
的
疾
患
の
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
が
主
で
し
た
。
周
辺
の
病
院
も
営

業
し
て
お
り
、
避
難
所
で
の
活
動
は
診
察
や
健
康
相
談
が
多
か
っ
た
印
象
で
す
。
七

尾
市
で
は
断
水
が
続
い
て
い
る
場
所
が
大
半
で
し
た
が
、
大
型
の
避
難
所
で
あ
る

和
倉
小
学
校
で
は
、
日
赤
国
際
救
援
部
に
よ
る
支
援
で
水
道
や
シ
ャ
ワ
ー
の
使
用
が

可
能
と
な
り
、
ま
さ
に
日
赤
の
力
と
感
じ
ま
し
た
。
避
難
生
活
が
長
く
な
り
、
避
難

者
・
支
援
者
の
疲
労
は
蓄
積
さ
れ
精
神
的
に
も
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
救

護
班
活
動
を
通
じ
て
、
少
し
で
も
避
難
者
の
負
担
が
軽
く
な
る
よ
う
、
日
赤
や
他
の

関
連
団
体
の
力
を
団
結
し
、
継
続
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。
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当院の CKD 治療の特徴 
当科では薬剤師・栄養士・看護師・理学療法士なども交えた慢性腎臓病の教育入院を行っています。また、
腎炎やネフローゼ症候群に対して腎生検を速やかに施行できる環境にあり、結果について全員でカンファレ
ンスをしっかり行った上でそれぞれの患者さんに適切な治療を提供しています。

教育入院について
食事療法の他に腎機能悪化による症状軽減のための薬物療法を行いま
す。薬剤師からは服薬指導を、また栄養士より食事指導を、理学療法
士からは腎機能に応じた運動療法を行い、看護師からは医療を上手に
生活に取り込むための動機づけと日常生活の変容や食事療法・薬物療
法・運動療法などの自己管理について説明を行っており患者さんを中
心としたチーム治療に重きをおいて治療に当たっております。

慢性腎臓病患者さんは年齢と共に数が増加します。
また腎臓は何か疾患があっても自覚症状がなかなか起こらず、症状を自覚する頃にはすでに進行している
ケースが多いため沈黙の臓器と呼ばれています。
早期に診断して適切に治療を行うことで CKD の進行を抑えていくことが重要になりますが、その原因疾患を
同定することが治療選択の際に大切です。腎生検は CKD の原因疾患の同定に極めて有用です。

腎生検とは
腎生検は病室でかつ局所麻酔のみででき
る検査です。腎臓の一部を顕微鏡で確認
することで、腎臓で何か起こっているのか
を知ることが出来ます。血液検査や尿検
査ではわかることに限界があるので、患者
さんごとに合わせた治療を決定する上で
欠かせない検査です。

糖尿病・腎臓内科
ホームページ

詳しくはこちらから

このような方は是非ご相談・ご紹介ください
尿検査で血尿や蛋白尿を指摘された方、血液検査で腎機能障害を指摘された
方は気軽にお声がけください。かかりつけの先生がいらっしゃる方は紹介状
をお持ちいただくとありがたいです。

患者さんのお薬が、
年齢や腎機能に応じ
た適切な用法用量と
なっているかどうか

の確認や、服薬状況の確認および服
薬指導をさせていただいています。

慢性腎臓病の
食 事 療 法 は
オーダーメイド
です。ひとり

ひとりに添った食生活を支
援しています。

患者さんの
ライフスタ
イルに合わ
せた生活指

導を行います。気軽にご
相談ください。

患者さんの身体機
能 や 栄 養 状 態 に
応じて、個別の運
動療法を提供しま

す。健康と生活の質を改善する
ため、全力でサポートします。

薬剤師 管理栄養士 看護師 理学療法士

ここに入りますここに入ります
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慢性腎臓病（CKD）とは
慢性腎臓病は国民の約 8 人に 1 人が罹患している国
民病で、自覚症状がないまま進行し、透析療法を余
儀なくされたり、脳卒中や心筋梗塞などの重篤な病
気の引き金になったりします。そのため、慢性腎臓
病を早期に発見して適切な治療を行うことが重要
です。

早期発見のためには
CKD の定義は以下の通りで行います。以下の①または②あるいは両方が 3 か月以上持続する。
①尿異常が明らか　特に 0.15g/gCr 以上の蛋白尿（30mg/gCr 以上のアルブミン尿）が重要
② GFR（糸球体濾過量）<60ml/ 分 /1.73㎡（日常診療では血清 Cr 値，性別，年齢から日本人の GFR 推算式を用
いて算出する）
よって健診による尿検査を定期的に受けること、採血によって eGFR をチェックしていくことで CKD の早期
発見は可能です。

腎臓専門医

慢性腎臓病治療のご案内

腎臓病スペシャリストによる診療
当科（糖尿病・腎臓内科）では、腎臓専門医2名を含む5名の医師が
さまざまな腎臓病の検査や治療に当たっています。

糖尿病・腎臓内科�部長
有井��　薫

慢性腎臓病には、長期的展望を
もった治療が大切になります。当
科では、患者さんを中心においた
チーム医療をおこなっています
ので、お気軽にご相談ください。

糖尿病・腎臓内科�医師
辻　��和也

慢性腎臓病を治療することは脳卒
中や心筋梗塞などの発症を抑制す
ることにもつながるため、多くの
病気の最前線に立っている気持ち
で日々の診療に当たっております。

担当医
糖尿病・腎臓内科�医師
小松　俊哉

個々の患者さんにあわせて、腎代替
療法への移行をできるだけ避けられ
るような治療を心がけています。腎
機能障害、尿検査異常などの患者さ
んがおられましたらお気軽にご紹
介・ご相談ください。
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APDW（Asian Pacific Digestive Week アジア太平洋消化器病週間）2023 は
タイのバンコクで、昨年 12 月６～９日に世界中からの参加のある国際学会
として開催されました。

私は異物除去時に使用するディバイスについてのポスター発表を行って
きました。内視鏡で行う異物除去は、食道及び胃内にある、義歯など誤飲
した異物を内視鏡で摘出する手技です。異物を取り出す際に問題になるの
は食道には生理的狭窄部位が 3 か所あり、狭窄部位を通過する際に食道を
傷つけ、最悪、穿孔してしまうことです。私たちは院内の倫理委員を通し
て、コンドーム型尿道カテーテルを切って内視鏡先端に付けることで、その
ドーム状の形態内に鋭利な部分を包み込み食道を傷つけずに取り出す方法

を実践しています。発表時はポスターを掲示し、一定
時間その前に立つ時間があり、様々な国籍の方と話す
ことができました。国は違うものの、多くの人が異物
をどう取り出すかで悩んでいることを知るとても良い
機会となりました。

最後になりましたが、国際的な学会の審査に通過するよう英文を
添削し、ご指導下さいました内多先生をはじめ、業務を変わってく
ださいました消化器内科、内科医師の先生方、出張費の調整など事
務の方々のおかげでこのような機会を頂くことができました。本
当にありがとうございました。この経験を普段の日常診療にも還
元していきたいと思います。

消化器内科窪田先生が考案した採尿コンドームカテー
テルを利用した安全な異物除去についてバンコクで発表
を行いました。また私はチュラロンコン大学で日本では
使用されていない ESD（内視鏡的粘膜下層剥離術）のデバ
イスを使用したハンズオンを行ってきました。

日本の内視鏡医の診断・治療技術レベルは高く海外に
おいても需要が高くなっています。チュラロンコン大学
附属病院はタイでは最も影響力が高く、実際にはタイ赤
十字により運営をされています。この機会を経て同じ赤
十字の傘下として初めて国を越えて内視鏡医の育成につ
き技術交流をしたいとの依頼もありました。

このような海外出張ができるのも残って実務を引き受けてくれる若い先生
方のお陰です。こういった機会を利用して、国内外での活動を広く行い、若い
先生にも還元し様々な経験をしてもらい、視野を広げてもらうと共に、ひいて
は高知赤十字病院の発展に繋がれば幸いだと感じています。

※ハンズオン（ハンズオンセミナー）：講義だけでなく実演や操作を伴う学習形式

APDW2023に参加して

Asian Pacific Digestive Week 2023,
チュラロンコン大学ハンズオンに参加して

消化器内科医師　窪田　綾子

消化器内科医師　内多　訓久

倫理コンサルテーションチームの活動紹介

窪田Dr窪田Dr

内多Dr内多Dr
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空
港
で
の
災
害
合
同
訓
練
を
経
験
し
て

糖
尿
病
・
腎
臓
内
科
医
師　

辻　

和
也

2
0
2
3
年
11
月
16
日
に
警
察
や
自
衛
隊
、
消
防
隊
を
含
め

た
合
同
訓
練
が
高
知
龍
馬
空
港
で
あ
り
、
当
院
D
M
A
T
と
し

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

D
M
A
T
隊
員
に
登
録
さ
れ
て
初
の
訓
練
で
大
変
緊
張
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
参
加
メ
ン
バ
ー
の
力
強
い
支
え
も
あ
っ
て
緊

張
し
な
が
ら
も
訓
練
に
臨
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
赤
エ
リ
ア
と
い
う
重
症
の
患
者
さ
ん
が
運
ば
れ

て
く
る
部
署
の
診
療
を
担
当
し
ま
し
た
。
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
、

近
森
病
院
、
高
知
大
学
附
属
病
院
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
救
急
科
の

専
門
の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
て
お
り
、
普
段
の
内
科
診
療
と
は

異
な
る
た
め
訓
練
直
前
は
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
が
、

実
際
に
訓
練
が
始
ま
る
と
あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
で
し
た
。

訓
練
を
通
じ
て
よ
か
っ
た
点
や
反
省
点
な
ど
を
他
病
院
の

D
M
A
T
隊
員
と
共
有
出
来
て
非
常
に
勉
強
に
な
り
有
意
義
で

し
た
。
実
際
の
災
害
の
場
で
少
し
で
も
力
に
な
れ
る
よ
う
に
今

後
も
訓
練
に
参
加
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

倫理コンサルテーションチームの活動紹介

辻Dr辻Dr

7

急性期医療の現場では、生命に直結する治療方針の判断や、意識障害な
どのため意思表示の難しい患者さんの方針決定など様々な倫理的な問題
があります。例えば、「もう長いこと生きたから天命を全うするのみ、治
療は拒否したいという 90 歳代の患者さんと治療を希望する家族の間で
悩む」、「人工呼吸器を外せないまま、本人がしんどい思いをしてまで長
い間生きていくのはつらいと思う。呼吸器を外してほしいと家族が言っ
てきた」などです。このような倫理的な問題の解決においては、画一的
なものはなく症例ごとに適切な対応が求められます。そんなとき、中立
的な第 3 者として、問題点を整理し解決策について助言するのが倫理コ
ンサルテーションチームです。

当院では、2019 年より倫理コンサルテーションチームを立ち上げ、年間
約 20 件の相談があり、チームメンバーが入り倫理カンファレンスを行い

方向づけを行っています。最近は、
人生の最終段階におけるジレンマが
増加しており、人生会議を推進しています。2022 年からは地域住民
を対象に「人生会議してみませんか？」のミニ講座と「もしバナゲー
ム」で自分を見つめ直す時間を作ってみんなで共有しています。

患者さんにもご家族にも「良かった」と思える活動をこれからも続け
ていきたいと思います。

看護部（上級臨床倫理認定士）　井上　和代

ミニ講座ミニ講座

臨床倫理研修臨床倫理研修

倫理カンファレンス倫理カンファレンス



「
放
射
線
治
療
」は
、
手
術
、
抗
が
ん
剤
と

と
も
に
が
ん
治
療
の
三
本
柱
の
１
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
特
徴
は
、
①
手
術
の
よ
う
に
組
織
を

と
る
こ
と
な
く
、
組
織
の
機
能
を
残
し
た
ま

ま
治
療
が
で
き
る
。
②
入
院
を
必
ず
必
要

と
せ
ず
に
、
治
療
が
で
き
る
。
③
身
体
的
に

負
担
が
少
な
い
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

近
年
の
放
射
線
治
療
は
、
高
精
度
化
が
進

ん
だ
こ
と
で
安
全
性
や
有
効
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
目
に
見
え
な
い
放
射
線
を
利
用

し
て
い
る
た
め
、
計
測
器
を
使
用
し
、
正
し

い
位
置
に
、
正
し
い
量
が
当
た
っ
て
い
る
か

を
逐
一
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
知
識
と
技
術
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
認
め
る
資
格
の
１
つ
に「
医
学
物
理
士
」

が
あ
り
ま
す
。

医
学
物
理
士
は
、「
放
射
線
医
学
に
お
け

る
物
理
的
お
よ
び
技
術
的
課
題
の
解
決
に

先
進
的
役
割
を
担
う
者
」と
定
義
さ
れ
て
い

ま
す
。
放
射
線
治
療
で
の
医
学
物
理
士
は
、

放
射
線
量
の
管
理
と
校
正
を
行
う
こ
と
、
放

射
線
治
療
ス
タ
ッ
フ
へ
の
物
理
的
見
地
か

ら
の
助
言
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
９
月
に
伊
藤
技
師
が
そ
の

資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
本
院
は
医
学
物
理
士
が
2

名
に
な
り
ま
し
た
。
放
射
線
治
療
装
置
、
放

射
線
治
療
計

画
装
置
は
た
く

さ
ん
の
管
理
項
目
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
2
名
で
よ
り
正
確
に
管
理
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

充
分
に
管
理
さ
れ
た
放
射
線
治
療
装
置

を
使
っ
て
、
患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
放
射
線

治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
医
学
物

理
士
の
対
す
る
期
待
に
答
え
ら
れ
る
よ
う

日
々
精
進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

数
年
後
に
は
放
射
線
治
療
装
置
の
更
新

も
あ
る
予
定
な
の
で
、
よ
り
高
精
度
な
放
射

線
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
、
研
鑽
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

「
医
学
物
理
士
」を
取
得
し

放
射
線
治
療
精
度
の
向
上
を
目
指
す

8

患者さんに当てる放射線量が
正しく出ているか確認してい
ます。（詳細に計れます。）

これも患者さんにあてる放射線
量が正しく出ているか確認する
道具です（毎日計測しています）。

放射線が当たる場所を
定めるパーツを取り付
けています。

放射線が出る
向きを変えて
います。

距離・位置が正しいか
測定しています。

第一放射線科部
診療放射線技師
伊藤　大和

第一放射線科部
診療放射線技師
高橋　良幸



言語聴覚士はコミュニケーションや嚥下（食べること）のリ
ハビリについての専門職です。食事は生活の中の楽しみと
して誰でも身近で大切な行為だと思います。しかし、脳卒
中の後遺症や加齢による筋力低下などにより食べることが
障害されて起こる誤嚥性肺炎という病気があります。
私は当院へ入院となった誤嚥性肺炎患者に関わっています
が、抗生物質による治療終了後も肺炎の再発リスクが高く
食事を再開できないケースを多く経験します。つまり元気
なうちから誤嚥性肺炎の予防に努めることが重要です。誤
嚥の兆候としては食事中にむせる、痰が絡みやすい、食事に
かかる時間が長くなる、体重の減少・活動量低下などがあ
ります。
また予防のためには口腔・全身の筋力維持のため、生活習
慣の中に嚥下体操や無理のない範囲での運動を意識するよ

うにしましょう。ぜひ身近な人
達が楽しく食べて長生きできる
よう気にかけてあげましょう。
食べることは誰でもハッピーな
気分になれますよね！それぞれ
自分に合った楽しみ方で食事し
て長生きできますように。

楽しく食べて長生きする

リハビリテーション科

新 人 研 修

9

新人看護師　救命処置研修を行いました。
研修「急変に強くなろう」を30名の新人看護
師と、11名の先輩看護師で行いました。
まずは先輩看護師によるBLS（1次救命処置）
と、ICLS（2次救命処置）のデモンストレーショ
ンを行い、急変時対応の流れを確認した後、小
グループにわかれ実技を行いました。また、昨
年から始めたRRS（ラピッドレスポンスシステ
ム）の考え方と要請についても学びました。

感想や意見など� ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
◦急変は夜間時に一度あたったことがあります
が、その時は本当に何もできなかったので、
もし次そういった場面に立ち会ったときは、
前回の経験と今回の講義で学んだことを活か
して対応が少しでもできるようになりたい。
◦実際に急変対応するとなると、どう動けばい
いか分からなくなりそうなので、しっかり勉
強しておきたい。
◦緊急時は自分ができることを率先してやるよ
うに心がけたい。

「急変に強くなろう」「急変に強くなろう」



健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

2
0
2
3
年
11
月
30
日
院
内
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
日
の
夕
方
に
も
関
わ
ら
ず
院
内
か
ら
１
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。発

表
に
対
し
て
の
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、

6
階
東
病
棟
　
泌
尿
器
科

「
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
腹
腔
鏡
下
前
立
腺
摘
出
術
」

6
階
西
病
棟
　
整
形
外
科

「
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
」

5
階
西
病
棟
　
小
児
科

「
新
生
児
血
糖
管
理
パ
ス
の
作
成
」

5
階
東
病
棟
　
外
科

�

「
乳
房
全
摘
術
・
切
除
術
の
修
正
と
乳
房
再
建
術
パ
ス
新
規
作
成
」

の
4
件
の
パ
ス
に
つ
い
て
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
事
務
が
発
表
し

ま
し
た
。

当
院
で
は
日
々
の
診
療
に
医
療
の
質
向
上

の
た
め
2
0
0
1
年
か
ら
ク
リ
ニ
カ
ル
パ

ス
を
導
入
し
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
委
員
会
活

動
の
一
環
と
し
て
年
１
回
院
内
ク
リ
ニ
カ
ル

パ
ス
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
と
は
「
患
者
状
態
と
診

療
行
為
の
目
標
、
お
よ
び
評
価
・
記
録
を
含

む
標
準
診
療
計
画
で
あ
り
、
標
準
か
ら
の
逸

脱
・
変
動
（
バ
リ
ア
ン
ス
）
を
分
析
す
る
こ

と
で
医
療
の
質
を
改
善
す
る
手
法
」
で
す
。

今
後
も
継
続
し
て
院
内
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス

大
会
を
開
催
し
、
医
療
の
質
の
改
善
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

こ
の
度
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

が
人
間
ド
ッ
ク
健
診
施
設
機
能

評
価
の
5
年
ご
と
の
更
新
審
査

（
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
審
査
が
１

年
延
長
と
な
り
ま
し
た
が
）の
結
果
、
新

た
な
バ
ー
ジ
ョ
ン（
Ｖ
ｅ
ｒ
4
．0
）で
の

認
定
を
受
け
、
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
・

日
本
病
院
会
よ
り
認
定
証
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

人
間
ド
ッ
ク
健
診
施
設
機
能
評
価
と

は
、
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
が
、
受
診

者
が
安
心
し
て
健
診
を
う
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
健
診
施
設
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

学
会
が
定
め
る
人
間
ド
ッ
ク
の
質
、
受
診
者
の
満
足
・
安
心
、
施
設
の
体
制

と
い
っ
た
項
目
に
対
し
、
書
類
、
訪
問
の
第
三
者
的
評
価
を
行
い
、
審
査
項
目

を
ク
リ
ア
し
た
施
設
が
「
機
能
評
価
認
定
施
設
」
と
な
り
ま
す
。

当
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
25
年
か
ら
機
能
評
価
認
定
施
設
で
す
。

今
回
の
審
査
で
は
、
医
師
の
結
果
説
明
・
保
健
指
導
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

各
体
制
に
つ
い
て
、
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

高
知
県
の
認
定
施
設
は
当
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
含
め
、
２
施
設
の
み
と
な

り
ま
す
。

評
価
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
進
む
ご
と
に
施
設
に
要
求
さ
れ
る
レ
ベ
ル
は
高
く
な

り
ま
す
が
、
全
職
員
が
準
備
に
取
り
組
む
こ
と
で
組
織
と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
が
図
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
５
．０
に
向
け
て
日
常
業
務

の
さ
ら
な
る
改
善
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

医
療
情
報
管
理
課　

岡
村　

太
朗

院
内
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
大
会
の
開
催
報
告

10

人
間
ド
ッ
ク
健
診
施
設
機
能
評
価
の

更
新
認
定
に
つ
い
て

奥宮課長奥宮課長大黒センター長大黒センター長



私、スゴイんです♪

R e s i d e n t
I n fo r m a t i o n

これが好き┏
研修への
意気込みを
ひとこと★

みんなでわいわいするのが好きです。
趣味は登山、たけのこ掘り、フェス、ラフティング、
よさこいです。特に最近は登山にはまっていて、
高校の担任の先生と同級生と4～5人で2ヶ月
に1回ほどのペースで四国の山々を登って
います。登り始めはしんどいですが、
山頂で食べるカップラーメンと食
後のコーヒーは格別です。

医師を志したきっかけは？

医師を志したきっかけは？
私は高知県土佐市新居という、コン
ビニもない田舎で育ちました。周
りにはご高齢の方が多く、病気で悩
んでいる人が沢山いて、そういった
方々の力になりたいと思ったのが
医師を目指
したきっか
けです。

あまり要領の良い方では
ないので、ご迷惑をおかけするこ
とが多々あると思いますが、一生
懸命頑張りますので、ご指導ご鞭
撻のほどよろしくお願い致します。

我が家は代々農家で山を持っていま
す。春になるとニョキニョキたけの
こが生えてきます。それを友人と収穫し、フリマ

サイトで売って、売ったお金で地元の萩の
茶屋というお店で焼肉と貝をお腹
いっぱいまで食べるプチイベント
を毎年しています。
5月、6月にも破竹、真竹といっ
たたけのこを収穫してきます。
たけのこを掘るという手技に
関しては他のどの先生にも
負けない自負があります！

研修医一年目のご紹介

もりた はるき

みもと なおき

森田　晴樹（高知大学卒）

三本　直輝（高知大学卒）

これが好き┏

私、スゴイんです♪

研修への意気込みを
ひとこと★

中学生の時から将棋を続
けていて、アマチュア五段
くらいです。盤と駒がな
くても頭の中で動かすこ
とができます。

中学生の時から将棋を続
けていて、アマチュア五段
くらいです。盤と駒がな
くても頭の中で動かすこ
とができます。

うどんやつけ麺など、油っぽく
ない麺類が好きです。最近は
食べ過ぎを心配して、少しでも
運動しようとジムに通いだし
ましたが、あまり長続きはしな
さそうです…。

うどんやつけ麺など、油っぽく
ない麺類が好きです。最近は
食べ過ぎを心配して、少しでも
運動しようとジムに通いだし
ましたが、あまり長続きはしな
さそうです…。

小さい頃からアトピーがあり、自分
自身や同じような症状の患者さん
を治せるようになりたいと
思ったのがきっかけです。

小さい頃からアトピーがあり、自分
自身や同じような症状の患者さん
を治せるようになりたいと
思ったのがきっかけです。

小さい頃からアトピーがあり、自分
自身や同じような症状の患者さん
を治せるようになりたいと
思ったのがきっかけです。

まだまだ未熟な私ですが、一歩ずつ
成長していけるように日々頑張り
たいと思います。よろしくお願い
します。
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皆さまへよりよい情報提供ができる紙面づくりを目指しております。
本誌に対するご意見やご要望などございましたら、高知赤十字病院医療事業・広報課までお寄せください。

（088-822-1201 （代表））

令和 5 年 11 月 19 日、新病院移転とコロナ禍のため中断
されていた地域医療連携意見交換会が６年ぶりに開催
されました。当日は、地域の医療機関から医師をはじ
め地域医療担当職員など、50 名を超す方々のご参加を
いただき盛会となりました。
会の前半では、 （株）ウォームハーツの長面川さより氏
より、令和 6 年度の診療報酬改定において地域医療連
携に関連する内容につきご講演を頂きました。

今後は、地域
の医療機関と
の関係がより
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ることから、来年度以降も引き続き意見交換会を開催
することで顔の見える関係を築き、良好な病・病或い
は病・診連携に繋げていければと考えています。
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アブレーション治療においては、心臓内の電気の流
れを解析し、治療方針の決定に役立ていきます。
このシステムは従来よりも解析の精度・スピードが
向上しており、電気信号の速度や流れる方向を 3 次

元的に把握する力に優れています。
また、患者さんの呼吸や体動による
わずかなずれを補正する機能も向上
しております。
正確性・安全性・解析速度が速くなる
ことで、患者さんへのメリットが増え
ることが期待できます。

『Ensite X』を
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エンサイト エックス
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